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（ＰＤＦでも読みやすくなるよう、レイアウトを試行しています）   
 
 

 『生成 AI との適切な関係づくりを目指して』 
〜今こそ「使い方」を学ぶとき〜 

     ようがの学び舎 世田谷区立用賀中学校 
        校 長  毛 利 慎 治 

 近年、大きな注目を集めている生成 AI。文章や画
像、音楽などを自動的に作成するこの技術は、すで
に私たちの生活の中に入り込み、学習環境も大きく
変わり始めています。こうした変化の中で、中学生
が生成 AI とどのように向き合い、どう活用していく
かを学ぶことは、これからの教育において欠かせな
い課題の一つです。  
 そのような考えのもと、用賀中学校では 6 月 10
日、特定非営利活動法人「みんなのコード」より千
石 一朗（せんごく・いちろう）先生を講師にお招
きし、「AI と未来をつくる君たちへ 〜考える力と
使う力〜」というテーマで、全校生徒対象の講演を
実施しました。  
 千石先生は、生成 AI は「魔法の道具」ではなく、
「正しく使えばとても役立つ便利な道具」であると
お話しくださいました。AI は人間のように考えてい
るわけではなく、過去の大量のデータをもとに、次
に来そうな言葉を確率で選んで文章を作り出しま
す。そのため、もっともらしい内容の中に誤った情
報（いわゆる“ハルシネーション”）が含まれるこ
とがあるという点は、特に注意が必要です。  
 この講演後、生徒たちに実施したアンケートで
は、「ハルシネーション」という言葉が２０0 件以
上の回答に登場し、多くの生徒が「AI が間違えるこ
ともある」という現実を強く印象に残したことが分
かりました。その上で、「頼りすぎない」「鵜呑み
にしない」「自分で考える」ことの大切さをあげる
生徒が非常に多く、AI との適切な距離の取り方を理
解し始めている様子がうかがえました。  
 一方で、今後 AI をどう活用したいかという設問に
対しては、「特になし」「わからない」といった消
極的な回答も多く、生徒たちの多くが、AI を使う具
体的なイメージをまだ持てていない現状も明らかと
なりました。このことから、学校としては生成 AI の
活用を単なる知識ではなく、実際に使いながら体験
として学べるような工夫が必要であると考えていま
す。  
 そこで私たちが重視しているのが、「生成 AI をど
う使っていくかを学ぶ」ことです。これは、単に操
作方法を習得するということではなく、どのような
目的で、どのような意図を持って使うかを判断し、

活用できる力を育てることを意味します。用賀中で
は、これを生徒の学びの中核に据え、段階的かつ継
続的に指導を行ってまいります。  
 たとえば、日常の授業の中で、生成 AI を活用して
情報を整理したり、自分の考えを深める手がかりと
したりする場面が出てくることがあります。そうし
た際には、教師によるフィードバックや問い返しを
通じて、AI を単なる答えの提供者ではなく、「考え
るきっかけ」として位置づけていけるよう工夫して
いきます。  
 また、こうした活用に際して最も重要なのが、
「倫理的配慮」です。生成 AI は非常に便利な反面、
著作権の侵害や誤情報の拡散といったリスクも伴い
ます。本校では、「著作権」および「メディアリテ
ラシー」の考え方を、日々の学びの中に自然に取り
入れながら、生徒が情報との関わり方を主体的に見
つめ直せるような雰囲気づくりに努めてまいりま
す。AI が出力した情報の出どころを意識する力や、
他人の創作物を尊重する姿勢、発信する側としての
責任感などが、日常の中で少しずつ身についていく
ことを願っています。  
 こうした指導は、新しい学習指導要領の方向性と
も重なります。私が 6 月中旬に参加した「NEW 
EDUCATION EXPO 2025」では、次期学習指導要
領において「情報活用能力の育成」が教育の大きな
柱として位置づけられることが示されました。AI と
の共存を前提とした社会の中で、情報を選び、評価
し、自らの判断で使いこなす力が、これからの中学
生には強く求められます。  
 私自身も今年 3 月、「生成 AI パスポート」の資格
を取得し、AI の仕組みや活用上の注意点について学
び直しました。今後は、日常の授業や特別活動な
ど、さまざまな教育の場面で生徒が自然と AI と関わ
る経験を積めるようにしていきたいと考えていま
す。  
 千石先生は講演の中で、「生成 AI は電動アシスト
自転車のようなもの」とおっしゃいました。自分で
ペダルをこがなければ進まず、努力を前提に使うこ
とでその力を発揮する。まさに、生成 AI との関係性
の在り方を見事に言い表した言葉でした。  
 今後は、用賀中学校の教育活動全体の中で、部活
動や委員会活動、各種行事などを通じて、AI を活用
した創造的な取り組みの機会を模索してまいりま
す。生徒の関心や意欲を刺激しながら、深い学びへ
とつながるよう工夫していく所存です。そして、
「AI に何を問うか」「どう問いを立てるか」といっ
た、思考力を高める問いづくりにも引き続き力を注
いでまいります。  
 用賀中学校では、生成 AI を「考えるための道具」
として、そして「学びを支えるパートナー」として
位置づけ、情報社会を生きる中で求められる基本的
な感覚や姿勢を、日々の学校生活の中で自然と育ん
でいけるよう努めてまいります。地域・保護者の皆
様におかれましても、ぜひ本校の取り組みにご理解
とご協力を賜れれば幸いです。  



 自分にとっての「しあわせ」とは？ 
 これまでもお知らせしておりますが、本校は今年度、「非

認知能力の向上」について研究を進めています。ところで

なぜ、非認知能力の向上をめざすのか。その答えの一つ

が「しあわせ」を見つけるため、つかむため、ではないか

と考えています。 

 そこで、マンスリーキャリア（月に一度、テーマに沿った自

分の考えを書く活動）の６月は、「自分にとってのしあわせ

とは？」をテーマにしました。しあわせは一般的に「幸せ」

と書きますが、調べると「仕合わせ」という表し方もあるよ

うです。「今していることや、これからすること」が、自分に

とって「合っている」としたら、それは一体何なのでしょう？ 

 生徒の皆さんはそれぞれに、まっすぐに「自分のしあわ

せ」と向き合って言葉にしていました。 

 一部をこちらで紹介いたします。今回は１年生！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



用賀中学校おやじの会主催

側溝清掃ボランティア 
６月２１日（土）に、延期開催として行いました。部活動

単位での参加も多く、今回は７０名を超える生徒が ボラ

ンティア活動を行いました。校庭の体育倉庫付近の側溝

は、雨が流れ込みやすくラインパウダーも入るため多くの

砂が入っていましたが、数の力ですっきりと取り除くこと

ができました。 

この姿こそまさに「自立、敬愛、精励」だと思います。家

庭や地域の支えの中で健康に強い心身に成長している

生徒たちが自立して、敬愛に基づき、精励する活動を行

った、その清々しい姿と笑顔に感動しました。 

協力した生徒のみなさん、進めてくださったご家庭の

皆様、そして主催および当日の活動を進めていただいた

用賀中おやじの会 会員の皆様、本当にお疲れ様でし

た。ありがとうございました。 

 

    

フォトスライド↑ 

 

    
 

〇側溝を綺麗にするのがとても大変でした。普段授

業や休み時間に生徒が使っているところをおやじの

会の方々や先生方も綺麗にしてくださったので感謝

しないといけないなと思いました。（生徒） 

 

〇とても暑い中、たくさんの人と協力して、側溝掃

除を行うことができて、とても自分の中でも、達成

感を得ることができました。（生徒） 

 

〇とても大変だった。でも、やりきった時の達成感

が素晴らしかった。（生徒） 

 

●気温などを考えると、朝の開始で時間も適当だった

と思います。11 月頃なら午後に３時間ぐらいできれ

ば広い範囲がカバーできるのではないでしょうか。

（おやじの会 会員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校公開・学び舎研究授業・
道徳授業地区公開講座  

６／２５（水）～３０（月）まで学校公開を行い、その中

で２５日には５校時に学び舎研究授業として用賀小、京

西小の先生方が参観に来て、嬉しそうにする生徒も多く

いました。参観される保護者のみなさまの中にも、小学

校の先生に意図せず再会できてよかったという感想もい

ただきました。研究授業のあとは「中１見守りプラン」とい

う、本校１年担当と、その生徒にかかわりのある小学校

の先生方が情報交流をしました。生徒一人ひとりの個性

や効果的な対応方法などをよりよく知ることができ、今

後にとって大変有意義な機会となりました。 

２６日（木）は道徳授業地区公開講座を開催しました。

これは東京都教育委員会が平成１０年度から継続して

いる取り組みで、その目的を「学校、家庭及地域社会が

一体となって子供たちの豊かな心を育むとともに、小、中

学校等における道徳教育の充実を図ること」と位置づけ

ています。 

今回は「せたホッと」（せたがやホッと子どもサポート）

より、平尾 潔（ひらお きよし）先生をお迎えして、「子ど

もの権利」について講演をしていただきました。 

 

●学校の雰囲気や普段の子供の様子を見られたこ

と。楽しそうで安心しました。 

●講演会ありがとうございました。平尾先生のお話

は難しそうではありましたが、とても身近で本来当

たり前の事であってほしいことと感じました。意見

交換では、4 時間目の授業内容を先生が紹介してく

ださり、生徒の多様な意見も拝見できる貴重な時間

でした。道徳は正解がないとのこと。まずは多くの

いろいろな意見があると知ることができ、他の子の

意見も含めて考え、成長していくのだと改めて感じ

ることができました。ありがとうございました。 



 
学び舎研究授業（1 年理科、物質の判別） 

 
中 1 見守りプラン、小学校との情報交流 

講演「子どもの権利～あなたがしあわせ に生きるために」 
 

「エシカル」を、英語を通して。 
 ３年生の英語では、「エシカル」をテーマにした学習が

展開されていました。英語では“ETHICAL”と書き、代

表的な訳は「道徳的・倫理的」という言葉です。 

 この“ETHICAL”なものって、何があるだろう？調べて、

まとめて、伝えよう！・・・というのがこの英語の単元のテ

ーマのようでした。英語を「通して」未来の持続的な幸福

に向けた具体的な取り組みを、一人ひとりが自分で調

べ、自分達のものとして共有する。一人一台端末も十分

に活用した、令和らしい授業でした。 

 生徒もこのテーマを十分に理解し、よく惹きつけられて

いる様子でした。百聞は一見に如かずで、作品にその思

いがギュッと詰められているのが伝わります。 

「エシカル」などの新しい考え方を、生徒は日々教わっ
たり、自ら学び取ったりして身に付けています。その生徒
にときには教わりながら、「新しい世界での生き方」を 
いっしょにやってみるのも、素晴らしいことですね！！ 
 

＜７月の主な予定＞        

１日（火）全校朝礼（８：２５開始） 
２，３，４日（水木金）修学旅行（3 年） 
９日（水）保護者会（１４時～） 
１０日（木）メディアリテラシー教室(１年) 
１２日（土）PTA 主催 進路説明会(１０時～) 
１７日（木）大掃除（体育着登校） 
１８日（金）終業式 
２３、２４，２５，２８，２９日 三者面談 
３１日（木）生徒会サミット（生徒会代表） 
 
各部活動の表彰です。 
 日々の精励、大変素晴らしいです！（敬称略） 

◇第五十二回世田谷区中学校総合体育大会 
テニス団体女子 第二位 
丸山 凜、長田 そら、マックガレル 美貴 ジーン、 
井上 綾子、山田 芽依、野村 月乃、村田 ユリア、 
小山 果穏、大野 玲奈、福嶋 瑛美莉 

◇世田谷区中学校バドミントン選手権大会 
女子シングルス 第五位   吉村 莉緒 

◇第七十八回大田区春季陸上競技大会 
  男子２００ｍ 第五位 ２６秒６８ 千田 寛大 
  女子４×１００ｍ 第五位 ５３秒８２ 
  沖 菜乃花、佐野 心海、椎木 愛莉、森脇 亜海 


